
特集  大学のお金～集め方と使い方

取材・文／本間学　撮影／岸隆子

　本
学
は
、中
長
期
計
画
に
お
い
て「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
先
進
校
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て

戦
略
的
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
独
自

奨
学
金
の
拡
充
で
す
。

　日
本
社
会
で
は
、
女
性
の
技
術
者
や

研
究
者
の
割
合
が
低
く
、
男
女
共
同
参

画
が
遅
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
し
、
教
育
・
研
究
の

多
様
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
女
子
学

生
比
率
を
30
％
に
上
げ
る
目
標
を
設

定
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
女
子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
、
入
試
に
お
け
る
女
子
枠
の
ほ
か
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
成
績
優
秀
な
女

子
合
格
者
に
対
し
、
入
学
金
相
当
額

（
28
万
円
）
を
給
付
す
る
制
度
も
導
入
。

そ
れ
ら
が
功
を
奏
し
て
か
、
２
０
２
５

年
度
の
新
入
生
に
お
け
る
女
子
比
率
は

約
28
％
に
ま
で
上
昇
し
、
目
標
達
成
ま

で
あ
と
一
歩
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
２
０
２
３
年
度
、
地
域
課
題

を
解
決
す
る
人
材
の
育
成
の
た
め
、
関

東
圏
外
の
出
身
者
を
対
象
と
し
た
「
朝

日
に
輝
く
奨
学
金
」
を
新
設
。
当
初
は

指
定
校
推
薦
の
入
学
者
を
対
象
に
年
額

50
万
円
を
給
付
す
る
制
度
で
し
た
が
、

国
立
大
学
併
願
層
へ
の
拡
大
を
視
野

に
、
対
象
者
を
一
般
選
抜
の
成
績
優
秀

者
に
変
更
。
給
付
額
も
学
費
負
担
が
国

立
大
学
と
同
等
に
な
る
1
1
0
万
円
へ

と
増
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

元
国
立
大
学
と
並
ぶ
有
力
な
進
学
先
と

し
て
選
択
肢
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
地
域
の
課
題
を
肌
で

感
じ
て
き
た
学
生
が
、
本
学
で
先
端
的

な
工
学
教
育
を
受
け
、
再
び
故
郷
へ
戻

り
活
躍
す
る
と
い
う
「
人
材
の
還
流
」

を
つ
く
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
奨
学
金
は
、
地
方
部
の
多
く
の

高
校
教
員
か
ら
好
意
的
に
受
け
止
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
多
く
が
国
立

大
学
を
第
１
志
望
と
し
て
い
る
た
め
、

歩
留
ま
り
が
課
題
で
す
が
、「
地
方
出

身
者
を
歓
迎
す
る
」
と
い
う
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
と
考
え
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　研
究
力
強
化
に
向
け
た
重
点
施
策
と

し
て
は
、
現
状
50
％
の
大
学
院
進
学
率

を
60
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
、

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
院
進
学
の
壁
と
な
る
経
済
的
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
、
修
士
課
程
対
象
の

「
進
学
奨
励
給
付
奨
学
金
」
を
新
設
。

加
え
て
、
中
長
期
計
画
の
「
グ
ロ
ー
バ

ル
理
工
学
教
育
モ
デ
ル
校
」
に
対
応
し

た
給
付
奨
学
金
「
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系

人
材
育
成
大
学
院
給
付
奨
学
金
」
も
新

た
に
設
け
ま
し
た
。
8
割
の
院
生
が
受

給
し
て
い
ま
す
。

　イ
ン
フ
レ
が
進
む
中
、
独
自
奨
学
金

の
原
資
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。「
朝

日
に
輝
く
奨
学
金
」
に
は
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
募
金
の
メ
ニ
ュ
ー
「
地

方
学
生
支
援
資
金
」
へ
の
寄
付
金
を
充

て
て
い
ま
す
が
、
全
て
を
賄
え
る
わ
け

で
は
な
く
、
大
学
の
自
己
資
金
も
投
じ

て
い
ま
す
。新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

安
全
性
を
重
視
し
た
資
産
運
用
も
本
格

的
に
行
い
、
運
用
益
を
原
資
の
一
部
に

活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　健
全
な
財
務
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
戦
略
的
に
拡
大
す
べ
き
制
度
が
あ

る
一
方
で
、
役
割
を
終
え
た
も
の
は
見

直
し
、
廃
止
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
学
生
の
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
て
手
厚
く
支
援
す
べ
き
部
分
を

精
査
し
つ
つ
、
大
学
の
戦
略
に
合
わ
せ

て
絶
え
ず
制
度
の
最
適
化
を
図
り
、
中

長
期
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
考
え
で

す
。

いしはらまなぶ●三井住友銀行を経て、2022年に
芝浦工業大学入職。財務部次長等を歴任、2024年
より現職。財務部では財務課・経理課・募金課を管
掌。経営戦略室では経営戦略、新規事業開発・中高
大連携、創立100周年記念事業･校史編纂を管掌。

石原 学
財務部長 兼 経営戦略室長

女
子
学
生
、地
方
学
生
の

比
率
を
高
め
て
多
様
化

戦
略
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

奨
学
金
の
最
適
化
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　芝浦工業大学は、2021年度から返礼品付き寄付制度「SHIBAURA 
GIFT」を設けている。返礼品は大学に関係のある商品が大半で、教員の産学
連携がきっかけで生まれた製品や、大学オリジナルグッズなど多岐にわたるが、
特徴的なのはその多くが卒業生に関連する商品である点だ。例えば、卒業生
が経営に携わる企業のクラフトビールや地酒、菓子などを集めている。また、返
礼品カタログや特設サイトでは、卒業生が返礼品に込めた思いや大学への
メッセージも紹介。OB・OGが同窓生の活躍を知り、楽しみながら母校を支援
できる。同大学への個人寄付の多くは返礼品付き寄付制度だという。
　この制度のメリットは、金額以上に“つながりの創出”にあると石原財務部長
は話す。「これまでは高齢の高額寄付者が多かったが、『SHIBAURA GIFT』
は小口寄付をしやすいため、寄付者の裾野を若い卒業生にまで広げることが
できている。今後、若い卒業生と息の長い関係を築くためのしくみとしても活用
していきたい」。

ふるさと納税の仕組みを参考にした返礼品付き
の寄付制度で卒業生とのつながりを創出

キャンパス／東京都江東区、埼玉県さいたま市　学生数／9,867人　設置者／学校法人芝浦工業大学　創立／1927年
建学の精神／社会に学び、社会に貢献する技術者の育成
学部／工、システム理工、デザイン工、建築
大学院／理工学
THE世界大学ランキング2026／1501+位、同日本大学ランキング2025／32位、同インパクトランキング2025／1501+位

中長期計画で掲げた重点項目達成に向け、戦略的な奨学金制度に取り組む
芝浦工業大学。課題と今後の展望について聞く。

奨学金制度の戦略的な拡充により　　
学生の多様化、研究力強化を推進

芝浦工業大学

CASE 

STUDY

学生の多様性確保に向けた主な独自奨学金

校友会の支援により、女性研究者育成を促進するため、芝浦工業大学大
学院理工学研究科博士(後期)課程に進学する女性で、将来、本学の教育
研究活動に貢献する意思を持つ者に奨学金を給付することを目的とする。

「教育も研究も、ダイバーシティの中でこそイノベーションが生まれる」という
考えのもと、2027年の設立100周年には学部女子学生比率30％以上へ
引き上げることをめざし、女子生徒の理工系進学支援を目的とした奨学金。

主に地方出身の優秀な入学者を学費減免により支援することを目的とす
る。国公立大学並みの授業料での修学が可能になる。

松縄梅美様（芝浦工業大学元事務部長松縄孝氏夫人）からの寄付を基金
として、入学試験において成績優秀な者に奨学金を給付し、勉学意欲の高
揚をはかることを目的とする。

創立100周年事業の一環として、血縁者に係る学費納入者の経済的負担
を軽減し、芝浦ファミリーとして本学への帰属意識を高めることを目的とする。

株式会社エスアイテックからの寄附を原資として、人物、学業成績が優秀で
意欲的に課外活動に参加していると認められる学生に対し給付し、勉学と
課外活動を奨励することを目的とした奨学金。

本学に在籍する学部の優秀かつ経済的に修学困難な私費外国人留学生
に対して、学費の援助を行い、外国人留学生の教育・研究活動の活性化を
図るとともに本学の国際化の充実を図ることを目的とする。

本学卒業生である故粕谷満辰氏ならびに芝浦工業大学後援会からの寄
附を基金として給付する奨学金。

芝浦工業大学の優秀な学部学生が、本学大学院へ進学する場合の経済
的支援を行うことを目的とする。

芝浦工業大学のグローバル理工系人材育成の推進及び本学学部学生、
卒業生の大学院進学の促進を目的とする。

理工学研究科修士課程に在学する学生のうち、本学理工学研究科博士
（後期）課程への進学を希望する者に対する支援として給付する。

世界に学び、世界に貢献する人材育成を目的として、芝浦工業大学大学
院理工学研究科に海外から入学する留学生に係る学費と生活資金として
奨学金を給付する。

目的など給付額時期区分 対象者奨学金名

校友会大学院博士（後期）課程
女性研究者育成奨学金 

本学修士から
博士進学者（女性） 

博士課程
出願時 

年額100万円を
採用人数で分割

博士（後期）課程
留学生給付奨学金 

海外大出身
博士進学留学生 

博士課程
出願時  

学費全額＋
国費給付相当

博士（後期）課程
給付奨学金 

グローバル理工系人材
育成大学院給付奨学金 

修士課程進学
奨励給付奨学金

芝浦工業大学
育英奨学金 

私費外国人留学生
学費援助制度 

エスアイテック育英
奨学金 

創立100周年記念
芝浦ファミリー入学金減免 

創立80周年記念・
松縄孝奨学金 

朝日に輝く奨学金 

理工系女子支援奨学金 女子入学者（総合型・一般） 合格時 28万円

地方出身者
（一般選抜成績優秀者） 合格時 年額110万円

一般入試成績
最上位者 入学時 10万円

文化会・体育会
団体所属学生 

在学生・卒業生・
教職員血縁者 

入学後
春学期 入学金（28万円）

春学期 年額12万円

学業優秀な留学生 春学期末 学業成績により異なる 

学部学業優秀者 秋学期末 学科により異なる

本学学部から修士課程
進学者（2026年4月以降） 

学科推薦
出願時 

年額60万円／
30万円／20万円

修士課程進学者
（TOEIC基準有） 

入学時／
在学時選考 

年額
30万円／40万円 

本学修士から
博士進学者 

博士課程
出願時 

A：学費全額相当
B：学費半額相当

大学院
入学前・
入学後

学部
入学後

学部
入学前

▲返礼品カタログを
つくり、大学広報誌に
同梱して卒業生に送
付する。

▶ウェブサイトの商品
紹介ページ。出品した
卒業生のメッセージを
掲載しているものもあ
る。

注目！
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